李光洙　第2次留学時著作一覧


＊印は原文に当たっていないもの
	著作名
	筆者名
	
	執筆日
	発表場所
	

	새 아이
	외배
	詩
	
	『青春』3号(1914.12.1)
	中国とシベリアを旅し、第一次世界大戦勃発を契機に帰国(8月)
このあと『青春』は<国是違反>で停刊。1917年5月に7号刊行
△は李光洙が執筆したと思われるもの

前頁参照
『青春』再刊される
7月『無情』刊行(廣益書館)
『学之光』16号は押収（17号目次にタイトルみ掲載）

10月許英粛と北京へ

	同情
	외배
	論説
	
	
	

	中学校訪問記（普成）
	외
	随筆
	
	
	

	上海서(第一信)
	滬上夢人
	紀行
	
	
	

	讀書를 勸함
	외배
	随筆
	
	『青春』4号(1915.1.1)
	

	上海서（第二信）
	滬上夢人
	紀行
	
	
	

	님 나신 날
	외배
	詩
	陰十月三日朝
	
	

	『青春』5号　未発見


	

	침목의 미
	외배
	詩
	
	『青春』6号(1915.3.1) 
	

	한그믐
	올보리
	詩
	
	
	

	내소원
	올보리
	詩
	
	
	

	海參威로서(第一信)
	
	紀行
	
	
	

	金鏡
	孤舟
	小説
	
	
	

	공화국의 멸망
	孤舟
	論説
	
	『学之光』5号(1915.5.2)
	

	『学之光』7号　押収（1916.1.21）

	

	어린벗에게
	외배
	詩
	4249,1.10
	『学之光』8号(1916.3)
	

	살아라
	李光洙
	論説
	
	
	

	△　크리스마슷밤
	거울
	小説
	
	
	

	△　龍洞

	帝釈山人

(흰옷)
	論説
	1916,1,24
	
	

	△　社会短評
	
	論説
	1916,2,1
	
	

	『学之光』9号　押収（1916.5.23）

	

	＊ 내 소와 개
	
	随筆
	
	『時文讀本』崔南善選、新文館　1916.1
	

	＊ 서울의 겨울달
	
	随筆
	
	
	

	＊ 살아지다
	
	時調
	
	
	

	大邱에서
	春園生
	紀行
	
	『毎日申報』(1916.9.22～23)
	

	東京雑信 
	春園生
	時話
	
	『毎日申報』(1916.9.27～11.9)
	

	文学이란 何오
	春園生
	評論
	
	『毎日申報』(1916.11.10～23)
	

	早婚의悪習
	春園生
	論説
	
	『毎日申報』(1916.11.23～26)
	

	教育家諸氏에게
	春園生
	論説
	
	『毎日申報』(1916.11.26～12.13)
	

	農村啓発
	春園生
	論説
	
	『毎日申報』(1916.11.26～17.2.18)
	

	朝鮮家庭의改革
	春園生
	論説
	
	『毎日申報』(1916.12.14～22)
	

	為先獣가되고然後에人이되라
	春園
	論説
	1916,11,6
	『学之光』11号(1917.1か2月？)
	

	閨恨(劇)
	孤舟
	戯曲
	
	
	

	無情
	春園
	小説
	1916年末～
	『毎日申報』(1917.1.1～6.14)
	

	天才야! 天才야!
	李光洙
	論説
	2月20日夜
	『学之光』12号(1917.4.19)


	

	婚姻에 對한 管見
	李光洙
	論説
	
	
	

	二十五年을回顧하야愛妹에게
	孤舟
	随筆
	1917,2,22
	
	

	어린 아이　その他
	올보리
	詩
	
	『青春』７号(1917.5.16)
	

	거울과 마조 안자
	외배
	随筆
	
	
	

	양고자 
	올보리
	詩
	
	『青春』8号(1917.6.16)
	

	窮한 선비
	외배
	詩
	
	
	

	少年의 悲哀
	春園
	小説
	1917,1,10朝
	
	

	五道踏破旅行
	春園生
	紀行
	
	『毎日申報』『京城日報』(1917.6.＊～9.＊)
	

	卒業生諸君에게들이는懇告
	李光洙
	随筆
	1917,6,18夜
	『学之光』13号(1917.7.19)
	

	耶蘇教의朝鮮에준恩恵
	孤舟
	論説
	
	『青春』9号(1917.7.26)
	

	東京에서 京城까지
	春園
	紀行
	
	
	

	어린 벗에게(1,2信)
	외배
	小説
	
	
	

	어린 벗에게(3信)
	외배
	小説
	
	『青春』10号(1917.9.16)
	

	開拓者
	春園
	小説
	
	『毎日申報』
(1917.11.10～18.3.15)
	

	今日朝鮮耶蘇教会의欠點
	孤舟
	
	
	『青春』11号(1917.11.16)
	

	어린 벗에세(4信)
	외배
	
	
	
	

	婚姻論
	李光洙
	論説
	
	『毎日申報』(1917.1120～30)
	

	우리의理想
	李光洙
	論説
	1917,11,14
	『学之光』14号(1917.12.20)
	

	極熊行
	春園
	詩
	1917,11,13夜
	
	

	復活의曙光
	春園
	論説
	10,16,東京서
	『青春』12号(1918.3.16)
	

	彷徨
	春園
	小説
	1917,1,17,東京麹町에서
	
	

	懸賞小説考選餘言
	春園生
	講評
	
	
	

	尹光浩
	春園
	小説
	1917,1,11夜
	『青春』13号(1918.4.16)

病友생각
	

	南遊雑感
	春園
	随筆
	丁巳(1917)九月
	『青春』14号(1918.6.16)
	

	子女中心論
	春園
	論説
	1918,5,8
	『青春』15号(1918.9.26)
	

	意志論的進化論
	외배
	論説
	
	『学之光』16号
	

	宿命論的人生観에서自力論的人生観에
	李光洙
	論説
	
	『学之光』17号(1918.8.15)
	

	＊어머니의무릎
	
	詩
	
	『女子界』(1918.9)
	

	＊小児를어찌接待할까
	
	時話
	
	
	

	新生活論
	春園
	論説
	
	『毎日申報』(1918.9.6～10.19)
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